
ヨ
弘

報

璽
濃
　
史
9
會

例
額
田
　
　
去
一
日
月
十
七
日
午
撒
恢
六
膝
「
一
二
十
分
樂
友
禽
黒
鵡
＝
號
室
で

開
會
、
三
浦
西
田
爾
教
授
始
め
四
十
二
職
掌
庸
左
記
卒
業
論
文
梗

概
嚢
表
あ
り
＋
時
散
會
。

　
五
山
僧
侶
の
精
瀞
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
蝋
良
君

　
徳
川
時
代
後
期
に
於
け
る
國
家
意
識
　
　
　
　
向
居
　
淳
郎
需

　
中
世
に
堪
る
廉
実
思
想
の
考
察
特
に
紳
皇
正
統
記
に
鞭
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
誠
君

　
近
世
墨
隈
に
於
る
階
級
構
成
の
槻
念
　
　
　
　
佐
々
木
茂
八
君

　
中
世
の
歴
史
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
實
君

　
鎌
倉
時
代
に
於
る
武
士
精
神
の
展
開
　
　
　
　
下
川
　
秀
樹
露

　
中
世
に
於
る
熊
野
の
勢
カ
ミ
其
の
文
化
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菱
谷
武
李
君

　
鎌
倉
臨
代
の
商
業
に
關
す
る
｝
考
察
　
　
　
　
森
川
是
隣
君

欝
欝
　
　
二
月
十
四
ロ
タ
六
時
牟
樂
友
會
館
講
堂
に
て
業
態
、
出

　
　
　
　
μ
ξ
　
　
　
　
　
艮

　
　
　
　
藝
　
　
　
　
幸

席
者
三
浦
教
授
以
下
四
十
一
名
、
左
記
卒
業
論
丈
梗
概
嚢
表
の
後

三
滅
教
授
の
講
書
初
の
御
儀
に
召
さ
れ
て
ざ
題
す
る
講
話
あ
り
＋

一
時
閉
會

徳
川
封
建
祉
會
ミ
浪
人
（
特
に
初
期
浪
人
に
就
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

中
世
後
期
に
躍
る
螢
利
田
紳
の
展
開
　
　
　
　
石
垣

古
代
に
於
る
言
語
信
仰
に
就
て
　
　
　
　
　
　
加
計

李
安
朝
中
期
に
於
る
貴
族
庶
民
の
文
化
的
交
渉
鍋
島

本
居
宣
長

密
敏
興
隆
の
赴
會
的
背
景
（
石
垣
君
代
讃
）

文
藝
復
興
期
に
於
る
日
本
道
へ
の
蹄
着

庶
民
生
活
ミ
宗
教
蓮
動

御
講
書
初
の
御
儀
に
召
さ
れ
て

　
　
　
筆
入
君

　
　
　
亮
吉
君

　
　
　
敏
吉
慧

　
　
　
直
康
君

村
尾
、
誠
君

山
本
　
林
鱈

藤
井
　
駿
君

坂
本
董
夫
君

三
厩
敏
授

御
講
書
初
の
御
儀
の
歴
壁
的
沿
革
よ
り
始
め
御
儀
の
順
序
光
景
を

詳
細
に
設
明
し
最
後
に
御
進
講
の
内
容
（
孝
徳
天
皇
紀
）
を
朗
讃
し

て
一
同
に
有
難
い
光
榮
を
頒
た
れ
た
。

例
會
　
　
三
月
十
七
日
午
後
五
時
三
十
分
樂
野
里
鰭
で
卒
業
醍
賀

晩
餐
會
を
開
き
左
記
卒
業
論
文
梗
概
嚢
表
、
三
浦
西
田
爾
教
授
の

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
三
三
九
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藁
　
　
　
報

批
評
あ
り
、
牧
助
敏
授
藤
墨
士
の
感
想
談
話
等
あ
り
、
十
…
畔
散

會
出
席
餐
四
十
五
名
。

江
戸
時
代
に
載
る
四
民
の
資
金
融
通
に
就
て

江
戸
時
代
に
於
る
階
級
思
想
の
一
考
察

室
町
時
代
に
於
る
新
佛
教

寺
杜
名
臼
金
の
貸
附
に
就
て
、

準
安
朝
時
代
の
澆
末
患
想

石
塚
　
多
君

徳
丸
編
藏
君

大
熊
　
立
治
君

大
角
良
雄
君

和
園
　
捷
雄
君

室
町
時
代
の
一
向
宗
（
蓮
如
を
中
心
ミ
せ
る
）
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
島
寛
之
助
君

　
中
世
に
出
る
幽
立
思
想
の
展
開
　
　
　
　
　
田
村
勝
郎
君

　
西
南
載
事
の
経
濟
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
善
胤
君

　
　
　
　
明
治
班
研
究
論
語
一
回
公
議
講
演

　
創
立
満
一
年
の
記
念
ぐ
」
し
て
、
二
月
九
日
午
後
一
時
よ
り
樂
友

黙
黙
講
堂
に
於
て
第
一
回
公
開
講
演
會
を
催
し
、
左
記
講
演
－
こ
併

せ
て
史
料
の
展
萱
が
あ
っ
た
。
午
後
五
階
恩
讐
後
、
藤
井
甚
太
郎

先
生
外
遊
迭
別
の
宴
あ
り
、
捜
す
る
者
、
三
浦
、
藤
井
爾
…
先
生
、

徳
雷
山
、
伊
曲
縢
、
隙
墾
・
士
、
鰍
下
生
六
人
、
・
貧
後
漱
歌
献
・
†
時
鳥
命
購
O

　
版
籍
奉
溝
上
単
文
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
原
　
輿
作
震

　
　
　
　
　
　
箪
十
五
巷
第
二
號
　
　
三
四
〇

　
　
（
水
廻
第
十
五
巻
第
｝
號
所
載
に
つ
き
省
略
）

　
維
新
改
革
の
指
導
結
紳
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
重
　
淺
吉
露

　
明
治
維
新
の
僚
動
カ
ミ
も
て
の
、
政
治
経
濟
、
撮
管
、
思
想
の

各
方
面
を
概
説
せ
ら
れ
、
特
に
維
新
改
革
の
指
導
精
紳
は
紳
武
創

業
の
精
紳
を
新
ら
し
い
形
に
於
て
持
來
す
る
こ
ミ
で
あ
る
S
噺
じ

岩
愈
公
に
近
侍
せ
る
玉
松
操
、
曲
木
和
泉
の
思
想
を
紹
介
す
る
所

が
あ
っ
た
σ
、

　
明
治
維
新
落
後
の
趾
會
政
策
的
施
設
　
　
　
　
藤
井
甚
太
郎
潜

　
維
瀬
の
政
治
は
肚
會
政
策
的
施
設
に
於
て
も
見
る
べ
き
も
の
あ

り
、
之
を
地
理
的
要
件
に
よ
っ
て
分
た
ば
、
都
會
（
京
都
、
江
戸

大
阪
）
城
下
町
、
村
落
ε
な
り
、
入
費
要
件
に
分
た
ば
、
公
卿
、

大
名
、
町
人
百
姓
、
浮
浪
無
頼
徒
ε
す
る
こ
一
こ
が
撫
來
る
。
今
例

を
京
都
に
ミ
ら
ん
か
、
浮
浪
無
韻
徒
に
鋤
す
る
施
設
・
こ
し
て
、
明

治
元
年
十
一
月
府
は
流
民
集
所
仕
方
書
を
嚢
議
し
、
千
本
堀
川
、

そ
の
他
六
所
に
流
民
屯
所
を
作
り
、
浮
浪
無
頼
の
徒
を
牧
奏
し
、

こ
れ
を
年
齢
に
よ
っ
て
数
班
に
分
ち
、
発
札
を
附
輿
し
て
、
適
宜

難
役
に
使
役
し
、
賃
銀
は
そ
の
牟
額
を
支
給
し
、
傘
額
は
難
金
せ

し
め
、
自
立
の
資
本
ミ
な
さ
し
め
た
。
ま
た
東
京
遷
都
の
た
め
産

（　yt　o）



業
賜
金
－
こ
し
て
明
治
二
年
五
萬
爾
の
御
下
賜
が
あ
っ
た
。
云
々
。

　
ゼ
ネ
ラ
ル
9
グ
ラ
ン
ト
三
朝
に
關
す
る
新
知
見
三
浦
…
　
周
行
君

　
ゼ
ネ
ラ
ル
。
グ
ラ
ン
寿
來
朝
に
擁
す
る
新
史
料
を
菟
罰
し
た
る

結
果
を
養
表
さ
れ
た
る
も
の
、
彼
が
a
本
に
輿
へ
た
る
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
中
特
筆
す
べ
き
も
の
第
一
は
日
清
爾
國
間
に
繋
箏
ミ
な
れ
る

琉
球
の
所
課
問
題
を
解
決
せ
る
こ
ざ
で
あ
り
、
第
二
は
彼
が
濱
離

宮
に
於
て
明
治
天
皇
に
腿
思
し
、
御
零
雷
申
上
げ
た
る
が
、
そ
の

中
外
債
募
集
は
國
力
を
害
す
る
こ
一
こ
を
開
陳
し
た
。
明
治
士
ご
二

年
の
頃
政
府
は
財
政
困
難
に
よ
り
外
債
募
集
計
謎
々
樹
て
し
に
陛

下
は
グ
ラ
ン
ト
の
雷
を
引
か
れ
て
之
を
癒
し
給
は
す
、
叉
明
治
二

十
七
八
年
職
役
に
際
し
、
再
び
外
債
募
集
の
計
霊
ミ
な
り
し
が
、

伊
藤
公
は
陛
下
の
御
意
を
奉
戴
し
日
本
銀
行
総
裁
河
田
氏
に
命
じ

て
之
を
内
債
に
憂
吏
せ
し
め
た
る
こ
ミ
あ
り
、
今
日
の
國
情
に
比

し
多
大
の
感
銘
を
與
へ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
夢
魔
史
料

　
一
、
ゼ
ネ
ラ
ル
グ
ラ
ン
ト
門
歯
に
謝
す
る
も
の
十
六
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
帝
國
大
墨
所
藏
）

　
二
、
極
点
山
縣
木
戸
諸
公
の
尺
櫨
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伯
需
田
中
光
臨
氏
所
藏
）

　
　
　
　
戴
　
　
報

　
三
、
勝
藤
、
大
山
榎
本
等
漸
騰
　
七
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
（
渡
邊
得
次
郎
氏
所
部
）

　
　
　
総
西
洋
病
難
書
薄

鼠
會
　
昭
和
四
年
＋
月
精
麦
、
於
樂
友
會
鯨
，
時
野
谷
配
置
授

他
十
七
名
鵬
席
。
左
の
紹
介
あ
り
。

　
切
ξ
ざ
目
δ
餐
魯
。
剛
津
。
α
q
お
錺
鳩
　
文
墨
士
　
鈴
木
　
成
高
君

　
ω
）
δ
辞
○
①
。
。
。
甑
。
寡
①
馳
⑦
村
切
9
δ
冨
ぎ
諺
N
⑦
賞
　
鈴
木
長
四
郎
鱈

　
切
饗
9
ポ
コ
お
ゆ
冒
弓
彦
④
レ
。
三
¢
二
日
②
鼻
　
　
糖
杉
英
之
助
君

例
會
　
　
＋
一
月
二
士
一
百
、
於
樂
友
會
舘
、
濱
田
教
授
、
時
野

谷
助
教
授
、
日
野
眞
澄
氏
他
十
四
名
出
席
。
左
の
講
演
あ
り
。

　
歴
史
研
究
法
の
基
督
敏
解
題
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
　
眞
澄
氏

　
汎
新
誌
主
義
ε
マ
ク
ド
ニ
ア
　
　
　
　
市
川
交
藏
君

塗
別
會
　
　
昭
邪
五
年
二
月
八
日
、
於
京
極
三
島
亭
、
本
年
度
卒

業
生
途
別
の
意
味
で
開
く
。
早
春
の
一
宵
を
面
談
に
迭
る
。
來
會

者
濃
紅
敏
授
、
時
野
谷
助
教
授
、
其
他
二
十
二
名
、

　
　
　
翻
地
理
學
談
話
會

　
田
中
秀
作
、
小
牧
並
並
爾
氏
の
蹄
重
曹
迎
談
話
會
を
咋
年
十
二

月
十
四
日
正
午
よ
り
墨
縄
會
舘
に
於
て
開
催
し
た
。
石
橋
小
川
爾

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
二
號
　
　
三
四
一
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藁
　
　
　
報

敏
授
を
始
め
會
す
る
者
二
十
像
名
。
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
彊
逸
地
理
學
界
の
現
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
秀
作
君

　
猫
逸
の
地
理
學
界
は
回
る
隆
盛
で
あ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ

プ
チ
ヒ
大
臣
の
糠
き
所
で
は
藪
人
の
馬
脚
に
専
攻
畢
生
二
頁
人
あ

り
、
講
義
の
、
こ
き
に
は
歴
史
郷
…
濟
よ
り
來
る
學
生
を
合
せ
三
四
百

人
に
及
ぶ
魚
研
究
の
主
題
自
は
、
一
地
誌
．
二
聚
落
、
三
植
民
地

理
、
掴
纏
濟
堰
理
で
あ
る
。
ま
た
旅
行
談
ミ
し
て
ハ
ン
ガ
リ
～
及

び
南
米
に
劃
す
る
興
味
あ
る
時
餓
講
話
が
あ
っ
弛
。

　
歓
米
族
行
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
牧
　
實
繁
君

　
二
年
三
ク
月
に
亙
る
見
聞
中
か
ら
特
に
．
ピ
レ
ネ
及
び
ア
ビ
シ
ニ

ヤ
の
族
行
談
を
試
み
、
ア
ビ
シ
ニ
ヤ
の
猫
立
を
保
て
る
所
以
を
人

種
的
地
理
的
理
由
に
求
め
、
此
の
國
は
現
時
宛
ら
日
本
の
維
新
の

如
き
時
期
に
あ
り
志
士
達
が
鏡
憲
改
革
に
努
め
て
み
る
こ
＄
か
ら

王
室
に
賓
客
隔
こ
し
て
招
ぜ
ら
れ
親
し
く
見
聞
さ
れ
九
闘
情
に
就
い

て
語
ら
れ
た
。

書

報

囎
會
．
員
動
静

第
十
五
巷
　
第
二
號
　
　
三
四
二

　
　
　
　
翻
入
、
　
　
會

黒
陶
市
外
箱
騎
町
「
一
光
寺
内

三
岡
三
九
彊
帝
大
法
丈
内
部
雪
嶺
科

和
歌
霞
縣
海
草
郡
澗
崎
村
大
字
井
蓬
五
三
二

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
重
松
俊
牽
氏
）

名
古
屋
市
東
庭
杉
村
町
三
二
二
五

　
　
　
（
右
紹
介
者
電
話
善
三
郎
．
氏
）

大
阪
両
肘
三
島
郡
春
口
村
中
糠
W
積
六
八

　
　
　
（
右
紹
介
者
　
魚
澄
惣
五
郎
氏
）

堺
市
車
之
町
東
一
丁

　
　
　
（
右
紹
介
肴
　
牧
野
三
之
助
氏
）

長
野
縣
諏
訪
郡
川
岸
村
小
一
校
内

京
都
町
彫
大
町
文
學
部
三
智
科

岡同同　
　
　
戸
右
紹
介
者
　
島
照
典
謝
謝
）

醗
邊
會
　
大
曲
美
太
郎
氏

井青三
邊澄明

周
賢
氏

喜
助
氏

房
夫
氏

淺
野
　
溝
氏

中
村
　
節
氏

田
畑
誠
之
助
氏

鈴ヌ《季才 Ll　矢

木森k下田
三
竿
氏

卓
造
氏

諾
實
氏

　
量
氏

弓
造
氏

（lrr．，）


